


硬質包装からスタンドパウチへの切り替え：ブランド責任者・オペレーション責任者のための判断ガイド

Details
結論から言うと： 硬質包装からスタンドパウチへの切り替えが成果を上げるのは、ラミネートフィルムで製品のバリア要件を満たせること、自社ラインでパウチをきれいにシールできること、
そして入荷運賃・保管・包装重量の削減額が切り替えコストを上回ることがそろった場合です。まずは無地の既製パウチと単一のSKUで試し、そのうえでカスタム印刷を発注してください。

ブランドが硬質包装からスタンドパウチへの切り替えを検討し始めるきっかけは、たいてい次の三つのうちのどれかです。ジャーやタブの運賃・倉庫費用が上がり続けている。ガラスの破損
が宅配の補償請求として表面化している。あるいは、小売バイヤーが、より軽く、正面が広く、売り場の向こうからでもブランドの物語を伝えられるパックを求めている。どれも妥当な理由
ですが、単独で判断が決まるものではありません。

問題は、ジャー、タブ、ボトルが、誰も意識しない役割をいくつも担っている点です。積み重ねの荷重を支え、（ガラスの場合は）ほぼ完全なバリアとなり、ライナーが不正開封の明示にな
り、ねじ口は数百回の開封に耐えます。パウチもこれらの大半を果たせますが、一つ一つを設計に組み込まなければなりません。誤ると、失敗のコストは大きくなります。底ガセットから漏
れる、棚で垂れ下がる、五週目に粉が固まるといったパウチは、置き換えたジャーよりコストがかかります。しかも、印刷した分は一度作ってしまうと手直しできません。

本ガイドは、ブランド責任者とオペレーション責任者が体系的に判断するための手引きです。事業面の根拠、充填ラインで何が変わるか、保護性能でパウチが得る点と失う点、どの市販パウ
チ形態がどの硬質容器に置き換わるか、そして専用デザインに踏み切る前に既製パウチでリスクを抑えたパイロットを行う方法を扱います。
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スタンドパウチへの切り替えとは、実際には何をすることか
スタンドパウチは、ラミネートフィルムで作られた柔軟なパウチで、折り込まれた底ガセットが充填時に開き、パックが自立します。 既製 パウチの場合は、製袋メーカーがパウチを成形し
てシールしたうえで出荷します。平らな状態で届き、通常は3辺がシールされ、充填用に1辺が開いており、ジッパー、ノッチ、吊り下げ穴、バルブ、スパウトがすでに付いていることも多
くあります。もう一つの選択肢はロールストック、つまりリールに巻いた印刷済みフィルムで、製袋充填シール機があなたのラインでこれをパックに仕上げます。既製パウチは、手作業、卓
上シーラー、または既製パウチ専用機で充填できるため、フィルムの取り扱いを軸に工場を作り直す必要がなく、硬質容器から移行するブランドに向いています。

ここでいう「硬質」とは、ガラスジャー、PETまたはHDPEのタブとボトル、金属缶、複合缶を指します。切り替えは、ほとんどの場合一対一の置き換えでは済みません。二次包装（ケー
スと棚用トレー）、日付印字、ラベル、適合関連書類、さらに一部の州では包装関連の手数料にも影響します。主容器だけでなく、これらすべてを織り込んでプロジェクトを計画してくださ
い。

事業面の根拠：運賃、棚の占有面積、単位あたりコスト

入荷運賃と保管

空のジャーやタブは満量の体積のまま輸送され、倉庫でも場所を取るため、実質的に空気を運び、保管していることになります。既製パウチは平らにしてカートンで届きます。これを数値化
する最も早い方法は、各サプライヤーにカートンあたりの数量とパレットあたりの数量を確認し、両形態について完成品10,000個あたりのパレット置き場数を比べることです。その数値
は控えておいてください。運賃モデルにも倉庫賃料モデルにも使います。

出荷運賃と破損

充填後の製品重量はほとんど変わりませんが、包装重量は減り、ガラス破損の補償請求もなくなります。その代わり、パウチは硬質ジャーのように積み重ね荷重を支えられません。その役割
は段ボールケースが担うため、削減額を計算する前にケースを設計し直してください。パウチを仕切り付きで立てて詰めるか、平らに層にして詰めるかによって、パレットあたりのケース数
が変わり、出荷コストも変わります。

棚の占有面積

パウチは、多くのジャーより印刷面が広く奥行きが小さいため、混み合った棚やECサイトのサムネイルで有利です。一方で新たなリスクもあります。充填量が不足したパウチは垂れ下がり、
過充填のものはガセットが膨らみ、どちらも硬質容器の競合品と並ぶと見劣りします。小売の棚割りは硬質容器の寸法を前提にしていることが多いため、そのまま陳列できるトレーやクリッ
プストリップが必要かどうかを早めにバイヤーに確認し、その費用もモデルに含めてください。

単位あたりコスト：部材単価ではなく、着荷ベースの包装コストで比べる

ジャーの価格とパウチの価格を比べるのは、最もよくあるモデル化の誤りです。代わりに、各形態について充填済み製品の単位あたりの着荷ベースの包装コストを積み上げてください。

硬質容器： 容器＋クロージャー＋ライナーまたは誘導シール＋ラベル＋シュリンクバンド＋ケース按分＋単位あたりの入荷運賃＋単位あたりの保管費＋破損による廃棄損。
パウチ： パウチ（印刷済み、または無地＋ラベル）＋必要に応じてバルブまたはスパウト＋ケースまたはトレーの按分＋単位あたりの入荷運賃＋単位あたりの保管費＋シール作業
の人件費または設備償却＋充填不良による廃棄ロス。

現在の数量と、12か月後に見込む数量の両方でモデルを回してください。印刷パウチの採算は数量と印刷方式によって大きく変わるため、 まずパイロットを行い、 仕様が固まってから見
積もりを依頼してください。

市場の勢いもこの形態を後押ししています。 Grand View Research[1] は、スタンドパウチ売上の40.1%（2023年）をジッパー式クロージャーが、54.7%を
食品・飲料が占めるとしており、市場はUSD 48.4十億に達すると予測し、その時期を2030年までとしています。スピードも重要です。 Packaging Dive[2]

は、Bain & Co.のデータとして、新興CPGブランドのカテゴリーシェアは2%未満でありながら、カテゴリー成長の39%近くを生み出した（2024年）と報じました。そう
したブランドこそ、素早く変更できる包装を必要としています。

https://www.grandviewresearch.com/press-release/global-stand-up-pouches-market
https://www.packagingdive.com/news/butterfly-equity-acquires-epac-digitally-printed-flexible-packaging/809495/


充填ラインで何が変わるか
典型的な硬質容器のラインは、整列機→充填機→キャッパー→誘導シール機→ラベル貼り機→ケース詰め機の順に流れます。パウチの運用は、次の三つの方式のいずれかになります。

手動または半自動の充填＋バンドシーラーまたはインパルスシーラー。 設備投資が小さく、パイロットや初期の数量に最適ですが、処理能力は人手に左右されます。
既製パウチ用の充填シール機。 機械が既製パウチを取り、開口し、充填し、シールします。印刷したグラフィックは既製パウチ側にあるため、手充填の場合と同じサプライヤーと
の関係を維持できます。
ロールストックからの製袋充填シール。 大量生産向けです。サプライチェーンがフィルムのリール中心に切り替わるため、通常は最初の一手ではなく、後の段階の選択肢になりま
す。

どの方式を選んでも、オペレーターは次の五つの習慣を変える必要があります。

シール部をきれいに保つ。 シール部に付着した粉、油、食べかすは、漏れの主な原因です。充填用ファンネルはパウチの上端にかからないようにし、粉体には粉塵カバーや拭き取1.
り工程が必要になることがあります。
ジッパーをまたがず、ジッパーの上でシールする。 シールジョーがジッパーを潰すと、一度の動作で偽のシールと壊れた再封機能ができてしまいます。2.
ヘッドスペースを管理する。 軽く振動を与えて内容物を落ち着かせると、パウチが自立し、ガセットが十分に開きます。3.
日付印字の位置を変える。 これまでキャップやラベルに入れていたコードは、フィルムに印字することになります。アートワークに印字用の枠を確保し、使用している熱転写式ま4.
たはインクジェット式のコーダーがその表面で使えることを確認してください。
シール条件を固定して記録する。 温度、保持時間、圧力が工程の適正範囲を決めます。その範囲は、シール強度と破壊モードを ASTM F88/F88M-23[3]で測定して5.
検証します。同規格は、軟質バリア材のシール強度に関する現行の標準試験方法です。

https://webstore.ansi.org/standards/astm/astmf88f88m23


製品保護のトレードオフ
硬質包装は、何もしなくても保護機能を備えています。パウチでは、保護機能の一つ一つを選び、仕様として定める必要があります。

酸素・水分バリア。 ガラスはほぼ完全なバリアです。パウチのバリア性は、ラミネートの構成にすべて左右されます。箔、金属蒸着フィルム、透明バリア層は、それぞれ性能が異
なります。酸素透過度と水蒸気透過度のデータを試験条件とあわせて入手し、現在の硬質包装での製品の保存期間と比較してください。
圧縮と突き刺し。 割れやすいスナックは、缶が与えていた外殻を失います。一部のペットのおやつのように先の尖ったものは、薄いフィルムを突き破ることがあります。
再封性。 ねじ式キャップは、押して閉めるジッパーよりはるかに多くの開閉回数に耐えます。数週間にわたって毎日開ける製品では、初日ではなく使用期間の終わりにジッパーの
感触を試験してください。
不正開封の明示性。 誘導ライナーは、ジッパーの上のヒートシールとノッチに置き換わります。お客様がシールが無傷であることを確認できるようにしてください。
シール完全性。 これは最初に設計で排除すべきリスクです。 FDAリコールに関するAAPS Openの分析[4] では、2019 to 2025のデータで、パウチがシール
完全性に関するリコールの74.8%を占め、54%が不完全または欠陥のあるシールを理由としていました。対象は医療製品ですが、不具合の仕組みは、食品用パウチで漏れ
を引き起こすものと同じです。
食品接触。 米国の食品接触用プラスチックは、 21 CFR 第177部[5] および関連する部の規制を受けます。また、 FDAの規制概要[6] では、安全性の基準は「害がな
いという合理的な確実性」であり、認可は意図する用途によって決まると説明しています。「FDA承認済みパウチ」という包括的な区分は存在しません。対象とする食品の種類
と使用温度をカバーする適合宣言書を入手してください。

パイロットによって、実際に必要なバリアレベルと機能が分かったら、充填と輸送に耐えるフィルム構成、印刷方法、仕様を選ぶ詳しい作業は、当社の次のページで取り上げています： カス
タム印刷のジッパー付きスタンドパウチ.

判断を左右するスタンドパウチのトレンド
拡大生産者責任（EPR）がカリフォルニア州で本格的に始まりました。 CalRecycle[7] は、恒久的なSB 54規則が2026年5月1日に施行され、生産者は2026年6
月1日までに登録する必要があったと発表しました。 Recycling Today[8] は目標を次のように整理しています。2032年までに、カリフォルニア州で販売される使い捨て包
装は100%がリサイクル可能またはコンポスト可能であること、そのうち65%が実際にリサイクルされること、そしてプラスチック包装を25%削減することです。複合素材のラミ
ネートは、単一素材のフィルムより手数料が高くなる可能性があります。そのため、リサイクル可能なHDPEタブから箔ラミネートのパウチに切り替えると、運賃は下がる一方で、手数料
の負担は増える可能性があります。両方の影響をモデルに織り込んでください。

表示は厳しく見られています。 FTCの グリーンガイド（16 CFR 第260部）[9] は、リサイクル可能性の表示が、消費者が実際に利用できる回収の実態を反映することを求めてい
ます。「より軽いパック、より少ないプラスチック」という訴求は事実かもしれませんが、多層の箔パウチに「リサイクル可能」と表示することは、たいていの場合当てはまりません。

https://link.springer.com/article/10.1186/s41120-025-00134-2
https://www.ecfr.gov/current/title-21/part-177
https://www.nasa.gov/wp-content/uploads/2024/01/food-contact-regulatory-overview.pdf
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-zipper-stand-up-pouches.html
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-zipper-stand-up-pouches.html
https://content.govdelivery.com/accounts/CALRECYCLE/bulletins/4157d91
https://www.recyclingtoday.com/news/california-senate-bill-54-regulations-approved-and-in-effect-epr/
https://www.ftc.gov/legal-library/browse/rules/green-guides


輸出向けの規則は分かれつつあります。 EU包装・包装廃棄物規則（EU）2025/40は2026年8月12日から適用されており、そのリサイクル適性の格付けは、箔や複数ポリマー
のラミネートに厳しいものです。EUの食品接触用プラスチックは、総溶出限度10 mg/dm²も満たす必要があり、その基準は 規則（EU）第10/2011号[10]に定められてい
ます。EU向けとなる可能性のあるSKUがある場合は、構造を選ぶ前にその点を検討に加えてください。

詰め替えと小ロット生産が拡大しています。 多くのブランドは、硬質ジャーを「看板」パックとして残し、詰め替え用パウチを販売しています。これにより、プレミアムな棚の存在感を手放
さずに運賃を削減できます。デジタル印刷により、複数SKUの小ロットのパウチ生産も現実的になり、後述の段階的な展開に適しています。

硬質包装からスタンドパウチへの切り替えを既製パウチでパイロットする方法
パイロットの目的は、印刷発注後に判明すると高くつくことをすべて事前に把握することです。適切なサイズ、適切なバリア、お客様のラインでのシールの挙動、そしてお客様の反応です。
ラベルを貼った汎用の既製パウチなら、それを低コストで行えます。

パイロット対象のSKUを一つ選ぶ。 乾燥していて安定しており、数量が中程度で、主に消費者直販で販売している製品を選びます。液体、ホットフィル製品、最大の小1.
売SKUは後の段階に回してください。
1ページの条件シートを作成する。 正味重量、かさ密度、充填容量、油分と水分の含有量、目標とする保存期間（現在の硬質包装に合わせる）、販売チャネル、充填方法を記録し2.
ます。容量をオンスで表示したパウチの数字は、自社製品の体積について何も教えてくれません。
無地の既製パウチに実際の製品を充填する。 サイズを二、三種類、バリアレベルを少なくとも二段階発注します。それぞれ実際の正味重量で充填し、パウチが自立すること、ガセッ3.
トが十分に開くこと、トップシール用に製品の上にきれいなフィルム部分が残ることを確認します。
パックに負荷試験を行う。 選んだ設定でシール強度を測定し、漏れ試験（パイロット段階では、押しつぶし法か水没法で十分です）を行い、フル梱包の出荷ケースで落下試験を、4.
倉庫で使う高さでケースの積み重ね試験を行います。コーヒーの場合は、バルブが漏れずにガス抜きできることを確認してください。
硬質容器を対照として保存期間を比較する。 同じ製造ロットのパウチとジャーのサンプルを並べて保管します。一定の間隔で、重量、水分、食感、香りを確認します。測定してい5.
ない保存期間の表示は印刷しないでください。
フルシフトで稼働させる。 作業台でも機械でも、処理能力、不良率、製品がシール部を汚染する頻度を記録します。この数値が、ファンネルの再設計が必要か、自動化が必要かを6.
決めます。
限定したチャネルに出荷する。 ラベルを貼ったパイロット用パウチを、定期購入のお客様や単一の店舗に送ります。破損の補償請求、返品、ジッパーや鮮度に触れるレビュー、硬7.
質包装と比較した再注文率を追跡します。
仕様を固定してから印刷する。 サイズ、充填重量、構成、機能が確定してから、はじめて専用デザインに移ります。そのうえで、条件シートと試験結果を添えて、 カスタムスタ8.
ンドパウチの見積もりを依頼してください。そうすれば、見積もりは推測ではなく実証済みの仕様に基づくものになります。

複数のフレーバーで最低発注数量の制約を抱える小規模ブランドへの実践的なヒントです。移行期間中は、共通の印刷デザインを一つ使い、バリエーションはラベルで区別します。各バリエー
ションの数量が見合うようになった時点で、それぞれ専用の印刷を行ってください。

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=CELEX:02011R0010-20250316
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-zipper-stand-up-pouches.html
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-zipper-stand-up-pouches.html


どのパウチ形態がどの硬質容器に置き換わるか
下の表で、各硬質容器を最も近い既製スタンドパウチの形態と対応づけてください。そのうえで、その形態に必要な機能と、失うものを洗い出します。

現在の硬質容器 代表的な製品 置き換え先のパウチ形態 指定すべき機能 失うもの・注意点
ガラスジャーまたは金属
缶 コーヒー豆・粉 一方向ガス抜きバルブ付きスタンド

パウチ
箔または金属蒸着のバリア、ジッ
パー、ノッチ

バルブはジッパーとトップシールから離して配置すること。
バルブの接着部が漏れの経路になる可能性が加わる。

PETまたはHDPE
のタブ

プロテインパウダー、サプ
リメント 大型ジッパー付きスタンドパウチ スクープを入れやすい広い開口部、

高い水分バリア
シール部に粉が付着することが主な漏れのリスク。タブに
比べてすくいにくい。

複合缶またはPETジャー ナッツ、グラノーラ、スナッ
クミックス ジッパー付きスタンドパウチ 油分の多い製品向けの金属蒸着バリ

ア、必要に応じて窒素充填 割れやすいスナックに対する耐圧保護が失われる。

ガラス製の香辛料・茶
ジャー 調味料、リーフティー 詰め替え用として販売する小型スタ

ンドパウチ 香りのバリア、小型ジッパー ジャーは看板パックとして残す。薄いフィルムは香りを通
すことがある。

PETまたはHDPE
のボトル

ソース、ジュース、液体石
けん、洗剤 スパウト付きスタンドパウチ スパウトの取り付け、耐突き刺し性

のラミネート
充填温度に制限がある。注ぎ心地の制御はボトルとは異な
る。

PPジャー バスソルト、スクラブ、化
粧品用顆粒

ジッパー付きスタンドパウチ、必要
に応じて透明窓 精油に適合するラミネート 精油が一部のシーラント層を侵すことがあるため、適合性

を試験する。

HDPEのタブ ペットのおやつ 吊り下げ穴付きジッパー式スタンド
パウチ 臭気バリア、耐突き刺し性 先の尖ったおやつは薄いフィルムを突き破ることがある。

よくある質問
よくある質問：スタンドパウチで単位あたりの包装コストは下がりますか？

多くの場合は下がりますが、自動的に下がるわけではありません。削減効果は、パウチの部材単価ではなく、主に入荷運賃、保管、破損から生まれます。判断の前に、ケースの再設計、シー
ル作業の人件費、不良による廃棄ロスを含めて、両形態について充填済み製品の単位あたりの着荷ベースの包装コストを積み上げてください。

よくある質問：既存の充填ラインでパウチを扱えますか？
充填機とチェックウェイヤーは引き続き使える場合がありますが、キャッパーと誘導シール機は使えません。多くのブランドは、手充填とバンドシーラーまたはインパルスシーラーから始め、
数量が見合うようになった段階で既製パウチ用の充填シール機を追加します。日付印字とケース詰めも変更が必要です。



よくある質問：パウチはガラスジャーと同じように製品を守れますか？

適切に仕様を定めた箔またはハイバリアのラミネートなら、多くの乾燥食品を十分に守れますが、バリア性ではガラスのほうが優れています。一般的な保存期間の数値に頼るのではなく、現
在の硬質包装と並べた保存期間試験でパウチの性能を検証してください。

よくある質問：硬質容器を残して詰め替え用パウチを追加すべきですか？

プレミアム商品やギフト向けの商品では、多くの場合そうするのがよいでしょう。ジャーが棚での存在感と付加価値の印象を保ち、パウチはリピート購入時の運賃削減を実現し、低リスクで
実運用のパウチのデータをもたらします。

よくある質問：新しいパウチを「リサイクル可能」と表示できますか？

構造と、お客様が利用できる回収システムの両方が、FTCグリーンガイドに照らしてその表示を裏づける場合に限ります。多層の箔や金属蒸着のパウチの大半は、自治体の路上回収による
リサイクルの対象になりません。コンポスト可能の表示には、ASTM D6400などの規格に対する認証が必要です。 BPI認証スキーム[11] はこの規格を基礎としており、産業用コ
ンポストにのみ適用されます。

よくある質問：カスタム印刷を発注する前に、パイロットはどのくらい続けるべきですか？

少なくとも、保存期間の確認時点を一つ通過し、パイロットチャネルで補充サイクルを丸一周できるだけの期間です。その間、破損の補償請求、シール不良、お客様の声が安定していれば、
仕様を固定して見積もりを依頼するための根拠がそろいます。

重要ポイント
ジッパー付きスタンドパウチは、いまや実験段階ではなく主流です。 — スタンドパウチ売上の40.1%（2023年）がジッパー式クロージャーによるものでした (出典)
シール完全性は、最初に設計で排除すべきリスクです。 — シール完全性リコールの54%が不完全または欠陥のあるシールを理由としており、パウチはそのうちの74.8%
を占めていました (出典)
変更に素早く対応できる包装は、挑戦者ブランドの成長のてこになります。 — 新興ブランドはシェアが2%未満ながら、カテゴリー成長の39%近くを牽引しました。数値
は2024年のものです (出典)
カリフォルニア州のEPRは、素材の損得計算を変えます。 — リサイクル可能またはコンポスト可能が100%、リサイクルが65%、達成期限は2032年 (出典)
認知された方法でシールを測定する。 — ASTM F88/F88M-23が現行のシール強度規格です (出典)
食品接触への適合は、バッジではなく、意図する用途によって決まります。 — FDAの食品添加物に関する規則は21 CFR 第170–199部にあります (出典)

結論
ジャー、タブ、ボトルからパウチへの移行は、包装の判断を内包した運用プロジェクトです。成功しているブランドは、そのように位置づけています。部材単価ではなく着荷ベースのコスト
でモデルを組み、シール部を中心にラインでの作業習慣を変え、どの保護機能を作り直すかを意識的に決め、印刷の前に手数料と表示のリスクを確認しています。単一のSKUでの既製パウ
チのパイロットは、無地のパウチとラベルの費用だけで、これらの疑問の大半に答えを出してくれます。パイロットのデータが安定したら、条件シートと試験結果をお送りください。お見積
りするのは、 カスタム印刷のスタンドパウチ で、すでにお客様が実証した仕様どおりに作るものです。
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